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連絡事項 
 

標記大会の開催に当たり、スムーズな運営と安全確保の点から下記についてご理解いただき、ご協力

をお願いします。 
チーム関係者の方は、誠に申し訳ありませんが、保護者の皆様への周知も合わせてお願いたします。 

記 
１ 監督等の会場移動について 
  男女ともに出場していて別会場になっているチームがあります。コーチの移動がある場合は、コー 
 チの到着後に試合開始３分前といたします。 
２ エントリー変更について 
  各チームとも１０月１４日（金）１２：００までに、必要事項を入力の上、Emailに添付して、会
津バスケットボール協会競技委員長阿部哲也までお送り下さい。なお、エントリー変更用のデータは

参加申込書（Ｅｘｃｅｌワークシート）を使用して下さい。 
アドレス：abe.tetsuya@ux32.fks.ed.jp 

３ 駐車場について 
駐車場の使用は大会関係者を優先させていただきます。 
警備員や補助役員の生徒の指示に従ってください。 
応援の方は、公共交通機関を利用していただくか、近隣の有料駐車場をご利用ください。路上駐車 

 や近隣の商店等への駐車はご遠慮ください。 
  また、大型バスを停めるスペースが無い会場については、各自駐車場の確保をお願いします。 
４ 応援・観戦について 
  応援・観戦はギャラリーでお願いします。高校会場は体育館の構造上、ギャラリーが手狭となって

おります。チーム応援を優先していただき、応援場所については、譲り合いの精神でお願いします。 
 体育館周辺につきましても、選手の移動や避難経路の確保の点から、長時間の使用（場所取り）に 
ついてはご遠慮いただきたいと思います。 
 また、全ての会場において、鳴り物を使用しての応援はできません。 
 高校会場は校地内すべて禁煙となっております。駐車場における車内での喫煙も御遠慮願います。 
５ 宿泊に際しては、各チームとも旅館との連絡を密にし、宿泊上のトラブルが無いようにお願いしま

す。 
６ 各会場において、ゴミ類は各自で責任を持って処理して下さい。 
 
 



７ 各会場から 
 (1)あいづ総合体育館（Ａ・Ｂ・C・Dコート）鶴が城体育館（E・Fコート） 
  アップの際はギャラリー、または外を使用して下さい。廊下およびロビーでのランニングやフット

ワークは禁止します。また、ギャラリー、廊下およびロビーでのボールの使用は控えて下さい。駐車

場はある程度確保できますが、駐車スペース以外への駐車はご遠慮願います。体育館玄関に靴を置い

たままにしないようお願いします。 
(2)会津高校（G・Hコート）葵高校（J・Kコート） 
 アップ会場と選手控室がございません。駐車場はある程度確保できておりますが、係員の指示に従

って駐車して下さい。当日は校舎内で模擬試験を実施しておりますので、校舎内への立入を禁止しま

す。また、校舎外でも極力静かに行動して下さい。 
８ 今後の連絡について 
 追加、訂正がありましたら、福島県バスケットボール協会のＨＰに掲載いたしますので、ご確認くだ

さい。 
 http://fukushima.jabba-net.com/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



審判委員会からの連絡事項 
 
１ コーチ、チーム関係者にご協力いただくこと 
・スコアシートのサイン 
 → 実際に指揮をとる方がサイン。コーチのみゲーム中立ち続けていることができる。 
・ゲームの円滑な運営 
 → 各ピリオドの開始、タイム・アウト時の再開をスムーズに。 
 
 
 
 
 
・タイム・アウトの請求 
 → コーチまたはアシスタント・コーチが請求することができる。余裕を持って、はっきりと。 
 
２ チーム・メンバーに協力していただくこと 
・交代の請求 
 → 余裕を持って、審判から招かれたらコートに。すぐにプレイできるように準備して。 
・危険と思われるものの着用の禁止 
 → 髪飾り、指輪、ピアス等。爪を短く切っておくこと。 
・ユニホーム 
 → シャツのすそを常に入れておくこと。ただし、女子についてはシャツをパンツの外に出すように 
デザインされたものは許容。 

 → パンツの下のアンダーガーメント（腰からはくタイプ・タイツ様のもの）は、パンツと同様の色 
であること。 

    → シャツの下にはＴシャツは不可。インナーはシャツからはみ出さず、色もシャツと同じ色である 
ことが望ましい（日本協会規則委員会から回答）。 

   チームの識別に混乱や困難をもたらす場合は、主審の権限で脱いでいただくこともある。 
 
 
 
 
 
・ゲームの進行を妨げる行為 
 → テクニカル・ファウルの対象となる。警告を与える場合もある。 
   バスケットを通過したボールを故意に触れる、ファウルをされたようにみせかけるため床に倒れ 
  る、等。 
・チーム・ベンチ・エリア内での行為 
 → ベンチに座っているようにして下さい。また、ファイティング時にベンチ・エリアを出た場合は 
失格・退場となります。 

※ 不必要に時間がかかりすぎたと審判が判断したとき（ルール２０１１） 
  → コーチにプレイヤーをコートにもどるようにうながす。 

結果 もどってきた場合  → コーチに注意・警告を与える 
   もどらなかった場合 → そのチームにあらたなタイム・アウトを宣する 

※ サポーター、ソックス様の着用について 
 → シャツやパンツと同様の色のものでなければならない（第４条３．１ ルール２０１１） 
 → 下肢部のものは膝下までのもの、大腿部のものは膝上までのもの（ 同 上 ） 
※ 今大会は、この部分のみルール２０１１を適用しません。 


